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農 業 総 合 試 験 場  

施設花き・果樹の重油使用量を最大７割削減する技術を開発しました 

 

○ 研究の背景 

平成１７年から重油価格が高騰し、今は少し落ち着いていますが依然高止まり傾向に

あり、施設が園芸農家の経営を圧迫しています。花き・果樹の施設栽培が盛んな本県に

とっても、生産コストの低減や石油資源の有効活用、地球温暖化の防止につながる重油

使用量の削減は重要な課題です。 

このため農業総合試験場では、農林水産省の研究「新たな農林水産政策を推進する実

用技術開発事業」に参加し、効率的な加温や温度管理技術の開発と体系化に取り組みま

した。 

  

○ 研究の成果 

バラ、観葉植物、ミカン、イチジクの施設栽培について、新しい加温方法や効率的な

温度管理技術の開発、省エネ資材や暖房方式の実用性・経済性の評価をしました。 

それぞれの技術を組み合わせることで、収量や生産物の品質を低下させることなく、

重油使用量を最大で７割削減できる技術を確立しました。主な成果は以下のとおりです。

なお、( )内の数値はそれぞれの技術による重油使用量の削減率です。 

◆バラでは、時間帯により温度を変える技術（13%）を開発するとともに、栽培床の加

温やヒートポンプの導入効果（64%）を明らかにしました。 

◆観葉植物では、品目ごとの最適暖房温度を解明し、時間帯により温度を変える技術

（36%）を開発しました。また温室内にチャンバー（小さなトンネル）を設置した局

所的な加温による省エネ効果（35%）を明らかにしました。 

◆ミカンでは、時間帯により温度を変える技術（6%）を開発するとともに、暖房機の

排熱を回収する装置（7%）や三重被覆（15%)の省エネ効果、ヒートポンプの導入効

果(68%）を明らかにしました。 

◆イチジクでは、根域部分の被覆と被覆資材の下へ

の温風ダクト設置による、根域局所加温技術

（15%）を開発しました。（右写真） 

 

○期待される効果 

重油使用量の削減により生産コストが下がり、農家

の所得が向上します。 

また、石油資源の枯渇、温室効果ガスの排出などの

問題にも対応できます。 

なお、この研究成果をまとめた資料「園芸作物の省エネルギー栽培技術」は、農業総

合試験場のホームページの「農業の新技術」でご覧いただくことができます。 

（ホームページアドレス http://www.pref.aichi.jp/nososi/） 

情 報 サ ロ ン 

 

イチジクの根域局所加温技術の様子



地域トピックス 

豊田加茂農林水産事務所 

キャベツの契約出荷の現状 

豊田加茂農林水産事務所管内では、２つの農業生産法人で加工仕向けのキャベツが生

産され、農協を通じて経済連に契約出荷がされています。 

２法人とも稲作を中心とした経営で、耕作面積の増加に伴い転作作物の多様化を図る

ため、４年ほど前からキャベツの生産に取り組みました。気象条件等を考慮して転作に

向いた作型である１～３月収穫の寒玉キャベツを出荷しています。 

管内でのキャベツの作付面積は他の野菜よりも少なく、野菜価格安定事業等の対象産

地にはなっていません。そのため、契約出荷を行うことで安定した売り上げを確保して

います。 

加工仕向け品の契約出荷は、青果仕向けに比べて若干単価が安いというデメリットが

ありますが、出荷前に単価を契約するため、①安定した単価で出荷できることや、②収

益があらかじめ計算できること、③鉄製の通いコンテナを使うことで出荷コストが低減

できること等のメリットがあり、法人には有利な生産方法と言えます。 

キャベツの作付面積は毎年増加し、出荷量も比例して増加していることから、今後も

取扱量の拡大が期待できそうです。 

 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 

作付面積（ａ） １２０ ２２０ ４３０ ４３０ 

出荷数量（ｔ） ４５ １０６ １８６ ２００ 

 

 

写真１ 収穫風景 

作業車を利用し効率的に収穫

写真２ 出荷荷姿 

鉄製の通いコンテナを使い出荷コストを低減



 

                                    東京事務所農産物流通対策グループ 

農業算出額全国第２位奪還に向けて動き出した千葉県 

千葉県の農業は首都圏の台所として食料供給の大きな役割を担いながら、戦後大きな発

展を遂げました。しかし、近年では担い手の高齢化による生産量の低下、販売価格の低迷

などにより農業算出額は減少し、平成６年以来堅持してきた農業産出額全国第２位（第１

位：北海道）の座を平成 18年以降は茨城県に明け渡し第３位となっています。 

千葉県農林水産部では、平成 23年度から始まる振興計画（平成 23～25年）で「農業算

出額全国２位」を大きなスローガンに掲げ、園芸、農産、畜産、森林・林業、水産、担い

手育成及び販売促進に関わる部門別計画を策定し、事業実施に向けて取り組むこととして

います。 

今回はこれら部門別計画のうち、販売促進計画の概要について紹介します。 

 

販売促進計画の概要 

＜３年後の目標＞ 

１  県産農林水産物を選択する消費者の拡大 

  県産農林水産物を選択する県民の割合 76.5％（平成 22年度世論調査より）   

→ 割合の拡大（数値目標なし） 

２ 県産農林水産物の輸出促進 

 約 43億円（平成 21年）輸出 → 50億円の輸出 

 

＜主な取り組み＞ 

１ 「食の宝庫ちば」のファンづくりの推進 

ア 県産農林水産物の魅力発信 

① 知事のトップセールスを始め、テレビや新聞等のメディアを活用した情報発信 

② 県産品情報を掲載したポータルサイトによる農林水産物の販売促進 

イ 生産者と消費者の交流による県産品の理解促進 

  ①「ちばの直売所フェア」や「夏休み『千葉の海』丸ごと満喫キャンペーン」を通じ

た販売活動の支援 

 ② 都市と農山漁村の交流促進のための観光・体験農園等に対する施設整備支援 

 ③ 交流イベント開催およびグリーンツーリズム関連情報の発信、グリーンツーリズム

の体験指導者の育成 

ウ  食育活動（学校給食）等による「千産千消」(※)の推進 

 ① 食育ボランティア、おさかな普及員、食育サポート企業に対する支援の充実と官民

一体となった食育活動の推進 

 ② 学校給食関係者に対する「千産千消」の啓発活動を通じた地場産品の利用推進と農

林水産業や食文化に対する理解促進 

（※）千産千消：千葉県産の農林水産物を県内で消費していく「地産地消」の取り組み。「地」の部分

に同音で千葉を意味する「千」を使って「千産千消」としている。 

東 日 本 情 報 



２ 流通体制の強化・販路拡大 

ア  卸売業者と連携したセールスプロモーションの実施 

 ①「農林水産物販売促進月間」の設定と生産者団体と連携した販売プロモーション活

動の実施 

 ② 主に首都圏のスーパーマーケット、百貨店などでおこなう「千葉県フェア」の計画

的な開催支援と、消費者に対する県産農産物のＰＲ 

  ③ 首都圏で卸売業者と連携した流通経路の確保・拡大と消費者・実需者ニーズに即し

た産地づくりを目的とした販売促進活動の展開 

イ 商談会の開催等による販路拡大支援 

  ① 県主催の商談会の開催による生産者と実需者の情報交換（商談）推進 

 ② 全国規模の商談会での千葉県コーナーの設置と販路拡大 

     

３  売れるものづくりへの多様な支援 

ア 「県産農林水産物顔づくり」ブランド化の推進 

 ① 地域が主体的に売れるものづくりに取り組む活動に対する集中的な支援 

 ② ブランド化に取り組む産地間や異業種との交流による生産者の意識醸成 

イ ６次産業化へのチャレンジを支援 

 ① 生産者自らが取り組む販売促進活動への支援 

 ② 農林漁業者による６次産業化の取り組みに必要な機械施設等への支援 

 

４ 新たな販路開拓を目指す輸出の促進 

 ① 県内商談会を通じた商社や日本駐在バイヤーとのマッチング 

② 専門家による輸出業務の支援 

③ 海外マーケット等の情報収集 

 ④ 生産者団体による海外調査・販売促進活動・輸出環境整備に対する支援 

 ⑤ 知的財産権の保護のための商標登録取得支援 

 ⑥ 海外展示会等でのＰＲ、海外小売店における販売コーナー設置や販促用カタログな

ど資材の作成 

 

千葉県は「販売促進」を農林水産業振興の重要な施策ととらえ、今後、首都圏および海

外を重視した流通体制づくりと販路拡大をすすめていく方針です。都市近郊に位置する千

葉県は園芸県であることなど本県と類似した特色をもっており、今後は千葉県の「販売促

進活動」の行方に注目する必要がありそうです。 



 

農業総合試験場   

２０１０年の農業総合試験場の１０大成果 

農業総合試験場では、農業の発展や農家経営の改善に役立つ新しい品種や高度な

技術の開発を行っています。こうした試験研究について、広く県民の方々に知って

いただき、理解を深めてもらうことを目的として、平成１６年から毎年、研究成果

の中で特に優れたものを１０課題選定し、１０大成果として公表しています。 

このたび、２０１０年の「１０大成果」を選定しましたので、紹介します。 

１ 選定結果 

 

 

 

２ 選定方法 

(1) 選定の手順 

    選定委員が「実用性」、「新規性」、「社会性」、「普及性」の観点から各課題に

５段階で評価点を付け、得点の高い順に１０課題を選定しました。 

(2) 選定委員 

    山内 章 名古屋大学農学国際教育協力研究センター長  

    油田 淑子 全国消費生活相談員協会監事 

    山元 修治 日本放送協会名古屋放送局制作部長 

    山上 圭吾 ミツカングループ本社中央研究所長 

    伊藤 清一 愛知県農業総合試験場長 

３ 今年の特徴・傾向 

  ・昨夏の記録的な猛暑でも安定した出荷を可能にした夏秋系一輪ギクの新品種

「愛知夏黄２号」が第１位に選ばれたのを始め高温対策技術が選ばれました。 

  ・上位には、新品種・新系統の開発が多く選ばれました。 

  ・技術開発では、省エネや効率的な施肥技術など環境に配慮した技術が多く選

ばれました。 

４ 公表 

   １０大成果の詳細は、農業総合試験場のホームページでご覧いただけます。 

（ホームページアドレス http://www.pref.aichi.jp/nososi/） 

第１位 夏秋系黄色一輪ギク新品種「愛知夏黄２号」を開発 

第２位 新系統豚「アイリスＬ３」を開発 

第３位 酒造好適米「愛知酒１１７号」を開発 

第４位 ＬＥＤを活用した花きの開花および生育の調節技術を開発 

第５位 カンキツ「蒲郡１号」を開発 

第６位 大玉トマト袋培地栽培の夏期高温対策技術を開発 

第７位 鶏に絶食ストレスを与えない産卵調整技術を開発 

第８位 点滴施肥によるてん茶の長期多収・高品質技術を確立 

第９位 環境に優しい酪農に貢献する「スクリュー型浄化処理装置」を開発 

第 10 位 自給粗飼料多給による乳牛育成管理技術を開発 

西 日 本 情 報 

第１位 

「愛知夏黄２号」 



園 芸 農 産 課 

２０１１フラワードームプレミアム  

あいち花フェスタ・名古屋国際蘭展を開催します 

 花のイベント「フラワードーム」は、今年で 12 回目の開催となります。 

来年春には、新たな「花と緑のイベント」としてリニューアルを予定していることから、

今回は、これまでの成果の集大成と、次へのステップアップとなるような企画が登場しま

す。例えば、各部門で過去の受賞者を招待したコンテストを実施し、ハイレベルな展示が

行われたり、来場者による人気投票をコンテストに導入し、一般消費者の視点をより重視

しております。また、来場者参加型の体験コーナーも増やし、内容をより充実しています。 

 以下に、2011 フラワードームプレミアムの見どころをご紹介します。    

「特別展示」 

・ 幸せを運ぶ！胡蝶蘭  

来場者の方に幸せが訪れることを願い、胡蝶蘭の原種から 

栽培品種まで多様な品種の展示を行います。 

・ 花の動物園 いきものに似た植物！大集合 

その形から動物を連想させる植物を一同に集めました。 

「主催者展示」 

・ 空飛ぶタネ 

広い範囲に仲間をふやそうと見事に空を飛ぶタネを紹介します。 

・ モリゾー・キッコロの庭 

ドームの中に緑深い自然豊かな森を再現します。 

・ フラワーカーペット 

“花”をテーマに公募された絵画を、ドームの床一面に拡大し、バラの花びら等を使い

色をつけていきます。 

「ステージイベント」 

 一流講師による「園芸教室」、花の生産者による花の紹介など、毎日多彩なステージがあ

ります。 

「体験コーナー」 

 フラワーデザイン、寄せ植え、苔玉づくり、押し花アート等で、花を楽しむ体験ができ

ます。 

 今回は園芸相談コーナーも新設し、来場者が花に親しみ、楽しみ、学べるイベントにな

っています。皆さまお誘い合わせの上、ぜひご来場ください。 

詳しくはこちらまで http://event.chunichi.co.jp/flowerdome/ 

 

 

 

フラワードーム 2010（昨年）の会場 花生産者によるｽﾃｰｼﾞｲﾍﾞﾝﾄ 

フラワーページ 



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：ブロッコリー）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２２年実績 ５３７ ２５５ ２８４ ２４２ 和歌山 (１５％)
(４７％) 鳥取 （１３％）

２３年見通し ５３０ － ２７０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

田原市、豊橋市を中心に入荷。 若い人を中心に消費量が伸びている品目で
愛知は、昨年１１月から１２月にかけて 長崎、徳島等の新しい産地も出ている。

好天が続き生育は順調。 花蕾が細かいもの、軸が太く空洞のないも
大きな産地の鳥取が豪雪の影響で不作傾 の、玉のボリュームがあるものが好まれる。

向で、他の産地も先月からの冷え込みで出 産地には、気温が低下すると出荷量が減る
荷量は減少している。 ため安定的な出荷を、春先にかけては品質劣
入荷量、価格ともに前年並みとなる見込 化が起こりやすいため、適時出荷をお願いし

み。 たい。

○ 東京都中央卸売市場（品目：ブロッコリー）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２２年実績 ２，１６７ ８２２ ２７６ ２５３ 埼玉 (１９％)
(３７％) 米国 (１２％)

香川 (１０％)
２３年見通し ２，２００ ９００ ２７０ ２５０

概 要 と 見 通 し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知が入荷の約４割を占め、次いで埼玉 ブロッコリーは栄養価の高い食材として消
が続く。愛知は低温、干ばつの影響で生育 費者の認知度も高く、量販店にとっても年間
に遅れが見られるが、２月には回復してく を通して目玉商品となる商材である。
る見込み、埼玉は終盤となっているが、低 本県産は数量もあり、品質面でも高い評価
温・干ばつの影響があり小玉傾向。 を受けているので、今後とも安定した数量の
香川も低温・干ばつで生育が停滞している 出荷と品質維持をお願いしたい。
が、２月には回復してくる見込み。
入荷量は前年をわずかに上回り、価格は

前年をわずかに下回る見込み。



名古屋・東京市場における青果物の２月の見通し

１月１７日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ３３，６８０ 217 202 197 愛知 30%
１９年 ３２，６３２ 181 177 186 北海道 19%
２０年 ３４，０９０ 196 205 217 鹿児島 7%
２１年 ３４，６２４ 186 178 171 静岡 6%
２２年 ３１，２４２ 217 221 212

５ ヵ年平均 ３３，２５４ － － －

２３年見通し ３１，１００ － － －

１８年 １，８５７ 121 114 108 静岡 56%
１９年 １，７８６ 43 56 62 徳島 21%
２０年 １，９８４ 63 72 79 愛知 7%
２１年 ２，０６８ 67 58 66 鹿児島 5%
２２年 １，８６７ 85 88 81

５ ヵ年平均 １，９１２ 76 77 79

２３年見通し １，８００ 75 75 75

１８年 ２，２４９ 125 132 123 愛知 86%
１９年 ２，９１７ 46 46 55 鹿児島 12%
２０年 ２，８３４ 86 103 112 千葉 2%
２１年 ２，３８７ 96 93 98 熊本 1%
２２年 ２，２６０ 71 71 75

５ ヵ年平均 ２，５２９ 83 87 92

２３年見通し ２，２００ 100 100 100

に
　
ん
　
じ
　
ん

１２６
４８

１００
９５
７２

８７

　産地は愛知が中心で他に鹿児島、千葉。
愛知は生育不良からも回復し順調な出荷を
見込む。秋播きの鹿児島は天候も良く順調
に生育、作付面積も増やしており豊作傾
向。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
安かった前年を大幅に上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

７５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は静岡、徳島中心の出荷となる。秋
冬産地から春産地への移行期で、入荷量は
一時的に減少。数年来単価安が続き、作付
面積は減少している。気温の低下ととも
に、厳しい販売環境が予想される。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

　産地は地元愛知と北海道が中心。葉も
の、果菜を中心に、低温による生育遅れ、
入荷量の減少が懸念される。北海道が中心
となる土ものは貯蔵品の計画入荷が続き、
輸入量も増える見込み。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をわず
かに下回る見込み。

１００  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

１９８

２１１
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ
　
い
　
こ
　
ん

１１５
５２
７１
６３
８５

７７

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２０６
１８１
２０６
１７９
２１７

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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１月２１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １１８，０７８ 243 232 214 千葉 17%
１９年 １１５，８８１ 194 198 202 茨城 13%
２０年 １２３，７５９ 226 231 244 北海道 10%
２１年 １２４，１５４ 213 197 204 愛知 9%
２２年 １１６，８３２ 235 248 241 （愛知産比率 9%)

５ ヵ年平均 １１９，７４１ － － －

２３年見通し １１５，０００ － － －

１８年 １１，３４２ 133 112 117 神奈川 62%
１９年 １１，２２７ 48 55 63 千葉 29%
２０年 １２，３６２ 72 80 84 静岡 5%
２１年 １２，１２０ 73 64 66 徳島 2%
２２年 １１，６３１ 94 111 89 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １１，７３６ 84 84 84

２３年見通し １１，７００ 90 85 80

１８年 ６，７３７ 140 134 134 千葉 77%
１９年 ６，７８４ 51 51 59 埼玉 11%
２０年 ６，８８０ 116 131 136 茨城 7%
２１年 ６，９３０ 120 107 111 鹿児島 1%
２２年 ６，９４０ 74 86 93 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 ６，８５４ 100 102 107

２３年見通し ６，４５０ 110 125 125
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１３６
５３

１２８
１１３
８３

１０３

　前月に続き千葉、埼玉などの関東産地か
らの入荷が中心となる。千葉の生育は年末
からの寒波でやや停滞傾向。埼玉は生育初
期の天候不良の影響が残り、生育不良や品
質低下が見られる。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は高
かった前年を大幅に上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

８５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心となる。神奈
川、千葉の各産地ともに年末からの寒波と
干ばつで肥大が悪く平年よりＬ比率が高
い。
　入荷量は前年並み、価格は前年をかなり
下回る見込み。

　関東産地からの入荷が中心で、果菜類は
西南暖地が増え、土物類は北海道からの入
荷となる。関東産地の生育は概ね順調だ
が、西南暖地に干ばつや寒波の影響が見受
けられる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。

１２０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２２２

２４５
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き
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目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２３１
１９８
２３４
２０５
２４１

東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ３，２４７ 74 71 68 愛知 49%
１９年 ２，７５７ 49 55 62 兵庫 27%
２０年 ３，２１４ 63 78 96 茨城 17%
２１年 ２，７８０ 77 78 83 長野 6%
２２年 ２，９３０ 68 75 67

５ ヵ年平均 ２，９８６ 66 72 76

２３年見通し ２，８００ 70 70 70

１８年 ３，１１８ 114 95 69 愛知 94%
１９年 ３，０１０ 50 54 47 熊本 2%
２０年 ３，１１８ 77 101 108 鹿児島 2%
２１年 ３，２３６ 86 80 92
２２年 ２，９１０ 108 114 111

５ ヵ年平均 ３，０７８ 87 89 85

２３年見通し ３，０００ 90 90 90

１８年 ６０２ 405 304 181 愛知 86%
１９年 ４９３ 356 198 238 徳島 6%
２０年 ４５７ 364 394 408 茨城 3%
２１年 ５２７ 267 199 268 群馬 2%
２２年 ４７１ 441 387 360

５ ヵ年平均 ５１０ 366 293 284

２３年見通し ４５０ 400 350 350

３８７
２４１
４０１

３１５

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

３６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は地元愛知中心で不足を補う量が福
島、徳島等から入る。作付面積は前年並み
だが、生育は低温の影響で遅れており、中
旬から大きな数量が出る見込み。価格は中
下旬にかけて下がる見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は高
かった前年をかなり下回る見込み。
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　産地は愛知中心で、鹿児島が兵庫が若干
ある。愛知の春系は出荷のピークを迎え
る。干ばつの影響でやや小玉傾向。好天候
が続けば、安定した入荷が続く見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は地元愛知と兵庫、茨城中心。愛知
は前年並みの出荷を見込む。以前は秋に終
了する産地だった茨城の出荷期間が長く
なってきており、作付面積も増やしてい
る。冷え込み次第では需要は高まる。
　入荷量は前年をやや下回り、単価は前年
並みとなる見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １１，５７０ 65 62 57 茨城 66%
１９年 ９，８４７ 24 27 41 群馬 19%
２０年 １１，６９２ 46 62 85 兵庫 10%
２１年 １１，５６３ 64 55 69 埼玉 3%
２２年 １２，３６９ 48 68 46 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 １１，４０８ 50 56 60

２３年見通し １２，１２０ 50 55 60

１８年 １３，０６０ 114 96 75 愛知 63%
１９年 １２，７１６ 53 56 53 千葉 16%
２０年 １３，０９４ 81 103 114 神奈川 16%
２１年 １４，３６８ 86 81 100 茨城 1%
２２年 １３，４７５ 114 118 116 （愛知産比率 63%)

５ ヵ年平均 １３，３４３ 90 91 92

２３年見通し １３，２００ 95 100 105

１８年 ２，３９４ 417 340 207 群馬 26%
１９年 １，９００ 316 275 308 茨城 23%
２０年 １，８５２ 429 365 375 埼玉 22%
２１年 １，９００ 286 265 332 千葉 20%
２２年 １，７５６ 421 479 366 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １，９６０ 375 342 311

２３年見通し １，８００ 415 410 405

３８９
２８９
４２５

３４２

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

４１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　前月に引き続き関東産地からの入荷が大
部分を占める。茨城、埼玉の生育は寒波の
影響で一部がやや遅れぎみである。群馬、
千葉の生育も概ね同様である。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をやや下回る見込み。
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　愛知と千葉、神奈川からの入荷が中心。
愛知の生育は寒波や干ばつの影響で小玉傾
向。千葉、神奈川も寒波や干ばつで小玉傾
向。千葉は終盤を向かえる。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
高かった前年をやや下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城と群馬からの入荷が中心となる。茨
城の生育は順調であるが、小玉傾向。群馬
の生育もやや小玉傾向。兵庫の生育は低
温・干ばつの影響で小玉傾向。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並みの見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の

東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ８４９ 365 346 341 愛知 28%
１９年 ９０１ 233 239 254 大分 18%
２０年 ９８７ 353 407 454 静岡 13%
２１年 ９９９ 306 279 283 群馬 8%
２２年 ９８０ 352 425 355

５ ヵ年平均 ９４３ 322 341 339

２３年見通し ９５０ 350 350 350

１８年 １，６８９ 280 220 175 兵庫 44%
１９年 １，６３４ 243 222 176 静岡 16%
２０年 １，５０５ 229 243 287 愛知 14%
２１年 １，７３７ 190 173 181 熊本 12%
２２年 １，４６３ 251 255 248

５ ヵ年平均 １，６０５ 238 221 211

２３年見通し １，６００ 230 230 200

１８年 １，１４８ 405 354 417 愛知 45%
１９年 １，２８８ 324 260 373 宮崎 22%
２０年 ２，３１６ 166 233 276 高知 19%
２１年 １，１９７ 369 263 327 鹿児島 13%
２２年 １，０７６ 371 355 395

５ ヵ年平均 １，４０５ 300 282 344

２３年見通し １，１００ 400 300 350

３５３
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　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知と、宮崎、高知、鹿児島の西
南暖地中心。上旬は節分の恵方巻きを見込
んで出荷量が増え、高単価が見込まれる
が、中下旬には落ち着くき、単価も下がっ
てくる見込み。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
高かった前年をやや下回る見込み。

３０５

 前年及び本年の

２２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は兵庫の淡路中心で、熊本、静岡、
が出荷量増やしてくる。愛知も若干ある。
極寒期で量はなく、市場の引きも弱いが、
単価が高ければ出荷量増える。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

２２８
２１８
２５２
１８１
２５２

２２５

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知の長ねぎと、静岡、大分、群
馬の白ねぎ。大分、静岡の生育・出荷は順
調だが、鹿児島、鳥取は積雪のために入荷
が不安定になる見込み。愛知の長ねぎは量
が少なく、不安定な出荷となる見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり下まわる見込み。

４０４
２９０
３７８

３３４
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ４，２４２ 302 288 302 千葉 38%
１９年 ４，５８３ 139 144 154 埼玉 32%
２０年 ４，９３１ 264 272 320 茨城 9%
２１年 ４，８９１ 190 154 175 群馬 7%
２２年 ４，３８９ 279 414 304 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ４，６０７ 233 251 250

２３年見通し ４，６００ 260 275 275

１８年 ７，１７７ 292 221 166 静岡 34%
１９年 ７，０２４ 219 200 155 香川 13%
２０年 ７，０８６ 208 224 268 兵庫 10%
２１年 ７，８５９ 187 160 177 茨城 8%
２２年 ６，７６４ 246 247 237 （愛知産比率 3%)

５ ヵ年平均 ７，１８２ 230 209 200

２３年見通し ６，７００ 240 230 220

１８年 ４，６０４ 443 370 444 宮崎 26%
１９年 ４，９０９ 340 277 391 千葉 20%
２０年 ５，１２０ 578 383 284 高知 18%
２１年 ４，９５５ 413 306 340 群馬 13%
２２年 ４，６１８ 378 394 434 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ４，８４１ 432 345 376

２３年見通し ４，６００ 420 370 410

２９８
１４５

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

４１７
３３０
４００
３５０
３９７

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　前月に続き西南暖地と関東産地からの入
荷が中心となる。宮崎は天候不順の影響で
草勢がやや低下気味。千葉、高知の生育は
概ね順調である。
　入荷量は前年並みで、価格も前年並みの
見込み。

３７８

 前年及び本年の

２３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　前月に続き静岡と香川中心の入荷とな
る。静岡の生育は低温と干ばつの影響で小
玉傾向だが、徐々に回復する見込み。香
川、兵庫は現在、干ばつと寒波の影響で生
育が悪いが回復する見込み。
　入荷量は前年並み、価格も高かった前年
をやや下回る見込み。
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ス

２２８
１９５
２３１
１７４
２４４

２１３

 前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　前月に続き関東産地からの入荷が中心と
なる。千葉の生育は回復傾向にあり、順調
な状況である。埼玉の生育は寒波の影響か
ら停滞気味である。
  入荷量は前年をやや上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

２８３
１７３
３３３

２４４

品
目
名

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ４７８ 372 364 363 愛知 48%
１９年 ５７６ 375 322 313 熊本 47%
２０年 ４６９ 494 436 340 鹿児島 3%
２１年 ５３９ 364 296 298 高知 2%
２２年 ４７４ 400 383 369

５ ヵ年平均 ５０７ 399 357 335

２３年見通し ４６０ 360 370 380

１８年 ９６７ 297 309 311 熊本 48%
１９年 ９４０ 338 342 387 愛知 30%
２０年 ８５９ 336 349 318 三重 14%
２１年 ８８４ 319 302 310 岐阜 6%
２２年 ８６６ 377 340 338

５ ヵ年平均 ９０３ 332 328 333

２３年見通し ８５０ 350 350 350

１８年 ２０９ 614 600 631 熊本 56%
１９年 １９０ 784 751 750 愛知 32%
２０年 ２１５ 711 760 681 和歌山 11%
２１年 ２０６ 736 668 662
２２年 ２４４ 707 659 688

５ ヵ年平均 ２１３ 709 686 681

２３年見通し ２２０ 700 600 650

品
目
名

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

６５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は熊本、愛知中心。厳寒期で冷え込
みも厳しいため、重油の単価次第では加温
控えによる入荷量の減少もある。病害虫の
発生はみられず、作付は前年並みで、小玉
傾向で数量はやや少ない。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をやや下回る見込み。

ミ
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ト

６１５
７６４
７１６
６８９
６８５

６９２

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、熊本、三重中心で、愛知は
低温の影響で出荷は減少する。春系は量が
少ない。熊本は作付面積の減少で少なめの
入荷。愛知・三重は前年並みを見込む。低
温で消費が落ち込み販売環境は厳しい。
　入荷量、価格ともに前年並みとなる見込
み。
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３５２
３３４
３１０
３５２

３３０

 前年及び本年の

３７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知の千両と熊本の長なす。曇天
と低温が続いたため、出荷は減少傾向。低
温により需要は落ち込み、販売環境は苦し
くなる見込み。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をやや下回る見込み。
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※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ２，２２２ 400 407 402 高知 59%
１９年 ２，３０８ 439 384 389 福岡 17%
２０年 ２，１５１ 514 438 385 熊本 7%
２１年 ２，２４０ 442 341 358 佐賀 7%
２２年 １，８２５ 490 437 404 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ２，１４９ 455 400 387

２３年見通し １，８５０ 450 440 430

１８年 ５，０４４ 296 301 306 熊本 37%
１９年 ４，７５４ 358 379 421 愛知 12%
２０年 ４，８８２ 366 360 341 栃木 12%
２１年 ４，９５４ 369 344 366 茨城 7%
２２年 ４，７２２ 412 391 389 （愛知産比率 12%)

５ ヵ年平均 ４，８７１ 359 354 364

２３年見通し ４，７００ 420 400 380

１８年 ８１２ 606 609 625 熊本 34%
１９年 ７９６ 763 709 718 愛知 24%
２０年 ８４５ 746 748 651 宮崎 15%
２１年 ８７５ 756 628 619 千葉 10%
２２年 ９２９ 693 659 692 （愛知産比率 24%)

５ ヵ年平均 ８５１ 713 670 661

２３年見通し ８８０ 720 690 690

品
目
名

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

７００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　前月に続き熊本、愛知からの入荷が中心
となる。熊本、愛知とも寒波により生育と
着色は遅れている。２月には回復しそうで
ある。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。
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ト

６１２
７３２
７１５
６７０
６８０

６８２

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知、栃木からの入荷が中心とな
る。熊本の生育は一部に遅れも見られる
が、ほぼ順調。愛知の生育は概ね順調で、
栃木は一部に着色不良が見られる。丸玉が
減少しファーストトマトの入荷が徐々に増
加してくる。入荷量は前年並みで、価格も
前年並みの見込み。
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３９８
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 前年及び本年の

４４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　前月に続き西南暖地からの入荷が中心と
なる。高知の生育は寒波により１週間程度
遅れている。福岡、佐賀は寒波による日照
不足と低温の影響で草勢が低下しており、
回復は中旬以降となる見込み。入荷量は少
なかった前年をわずかに上回り、価格はわ
ずかに前年を下回る見込み。
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４４５

４１３

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ４０１ 766 678 666 鹿児島 48%
１９年 ４１１ 764 584 578 宮崎 35%
２０年 ３４１ 729 839 849 高知 17%
２１年 ３６３ 816 665 608 0 0%
２２年 ３４６ 775 694 701 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ３７２ 770 687 675

２３年見通し ３５０ 720 680 700

１８年 ３，７０７ 128 131 128 北海道 48%
１９年 ３，２７６ 120 116 124 鹿児島 36%
２０年 ３，６４０ 98 104 122 長崎 16%
２１年 ３，４７１ 115 104 97 0 0%
２２年 ２，８９４ 126 137 151 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ３，３９８ 117 118 124

２３年見通し ３，０００ 140 140 140

１８年 ４，７０１ 94 87 98 北海道 90%
１９年 ４，２１９ 95 95 95 アメリカ 5%
２０年 ５，１５０ 74 75 74 静岡 5%
２１年 ５，９４７ 66 75 64 愛知 0%
２２年 ４，６４１ 122 118 102

５ ヵ年平均 ４，９３２ 89 89 85

２３年見通し ４，５００ 120 120 120

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道中心で、計画出荷が春まで
続く。他に米国、静岡、中国。北海道の不
作の影響で輸入もの、特にニュージーラン
ドが増えてくる。全体的に小玉で、高単価
となる見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は高
かった前年をやや上回る見込み。
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８７

 前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道中心で、鹿児島、長崎。北
海道は夏場の干ばつの影響で小玉傾向、数
量も少なくＬ玉中心。九州産地は生育順調
で、前年並みの入荷量を見こむ。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をわずかに上回る見込み。
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 前年及び本年の

７００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は西南暖地中心。日照時間が減るこ
とから入荷量減らし、厳寒期で最も加温を
必要とする時期であるため、重油の単価次
第では加温控えによる減少もある。前半は
少量で高単価となる見込み。
　入荷量は前年並みとなり、価格は前年を
やや下回る見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １，１６８ 830 728 689 宮崎 42%
１９年 １，２９１ 788 615 621 茨城 23%
２０年 １，１７０ 875 890 847 高知 19%
２１年 １，１５５ 845 709 643 鹿児島 15%
２２年 １，１３４ 768 703 723 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 １，１８４ 821 727 703

２３年見通し １，１５０ 740 720 730

１８年 ７，４７０ 123 122 120 北海道 59%
１９年 ７，５０６ 115 115 111 鹿児島 22%
２０年 ９，３４８ 93 96 101 長崎 19%
２１年 ７，９８２ 109 108 108 0 0%
２２年 ７，６２４ 134 138 155 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ７，９８６ 114 115 118

２３年見通し ７，６００ 135 145 140

１８年 ８，６６４ 103 103 105 北海道 77%
１９年 ８，５８９ 102 105 106 米国 9%
２０年 １０，１６８ 83 85 87 静岡 7%
２１年 ９，４５７ 84 90 88 0 0%
２２年 ８，０５１ 143 145 150 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ８，９８６ 101 104 106

２３年見通し ７，５００ 150 155 145

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　春先まで北海道中心の入荷が続く。
北海道は夏場の天候不良の影響で不作のた
め少なく、小玉傾向であるが品質は良好で
ある。静岡は低温の影響で肥大が遅れてい
たが、回復しつつある。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をやや上回る見込み。
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１４５

１０３

 前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、鹿児島、長崎からの入荷が中心
となる。北海道は夏場の高温の影響から不
作で小玉傾向。鹿児島は天候不良で堀取り
作業が遅れているが、作柄は良好。長崎は
肥大良好で２月上旬には終了の見込み。入
荷量は前年並み、価格は高かった前年並み
の見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１２２
１１４
９６

１０８
１４０

１１５

 前年及び本年の

７３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　西南暖地と茨城からの入荷が中心とな
る。宮崎の生育は低温の影響で玉伸びが良
くない。下旬以降に増加する見込み。茨城
は作付面積も増え、生育も順調。高知の生
育は回復傾向にあり今後増加する見込み。
入荷量は前年並みで、価格は前年並みの見
込み。

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

７５２
６７９
８７０
７３３
７３２

７５２

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １３，０２５ 286 323 307 フィリピン 17%
１９年 １０，４１９ 364 371 379 青森 15%
２０年 １２，５０５ 277 299 301 愛媛 14%
２１年 １０，９２２ 313 316 316 愛知 14%
２２年 １０，８２５ 291 287 305

５ ヵ年平均 １１，５３９ － － －

２３年見通し １０，０００ － － －

１８年 ６，３０１ 193 197 186 愛媛 25%
１９年 ４，７１２ 271 265 276 静岡 24%
２０年 ６，６７５ 168 177 175 愛知 17%
２１年 ４，８７５ 236 234 215 和歌山 9%
２２年 ５，４２２ 198 186 195

５ ヵ年平均 ５，５９７ － － －

２３年見通し ４，７００ 270 250 270

１８年 １，２００ 1,362 1,239 1,087 愛知 53%
１９年 １，１２６ 1,269 1,121 1,203 熊本 23%
２０年 １，２８３ 1,275 1,065 850 鹿児島 12%
２１年 １，１９４ 1,101 957 956 三重 5%
２２年 １，０９９ 1,038 1,004 1,045

５ ヵ年平均 １，１８０ － － －

２３年見通し １，１００ 1,100 1,050 1,000

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

果
　
　
実
　
　
計

３０４
３７０
２９２
３１５
２９３

３１３  前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　春の天候不順による花落ち・着果不良
と、梅雨明け後の高温の影響で、果樹を中
心に入荷は平年になく少量となる見込み。
中心となるかんきつも裏年で前年の１割減
と数量不足。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

か
　
ん
　
き
　
つ

１９１
２６９
１７２
２２８
１９１

２０６  前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛媛、静岡、愛知中心。みかんは
貯蔵もの中心で、裏年と夏場の高温から量
は少ない。いよかんの入荷量は平年より１
割以上減少、しらぬいは量増える見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

い
　
　
ち
　
　
ご

１，２２３
１，１９５
１，０２４
１，００３
１，０２７

１，０９３  前年及び本年の

１，０５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知中心で、他に熊本。愛知は上
旬に２番果のピークを迎えるが、生育のば
らつきが大きいため、出荷の集中はない見
込み。天候の回復次第では、入荷量は増え
る見込み。下旬に３番果が出る見込み。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をわず
かに上回る見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ４３，２１５ 309 347 343 愛媛 19%
１９年 ３７，９５８ 476 374 441 青森 16%
２０年 ４３，８９９ 296 236 316 静岡 15%
２１年 ３９，３６３ 330 339 335 フィリピン 9%
２２年 ４１，２８３ 297 316 332 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ４１，１４４ － － －

２３年見通し ３９，０００ － － －

１８年 ６，６３２ 224 232 234 青森 94%
１９年 ５，８５２ 271 257 259 秋田 3%
２０年 ６，４７０ 245 251 248 岩手 1%
２１年 ７，５３７ 198 202 205 長野 1%
２２年 ６，８８６ 220 226 231 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ６，６７５ 230 232 234

２３年見通し ７，０００ 240 240 240

１８年 ４，５２１ 1,308 1,298 1,127 栃木 31%
１９年 ４，１８４ 1,271 1,201 1,263 福岡 21%
２０年 ４，９５２ 1,279 1,092 889 佐賀 16%
２１年 ４，３１４ 1,190 1,059 1,065 茨城 11%
２２年 ４，３３１ 1,058 1,145 1,197 （愛知産比率 3%)

５ ヵ年平均 ４，４６０ 1,223 1,158 1,101

２３年見通し ４，３００ 1,200 1,100 1,050

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

果
　
　
実
　
　
計

２３１
４０５
３１３
３３５
３１２

３１７  前年及び本年の

３４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　「りんご」、「いちご」中心に「いよか
ん」「不知火」など晩柑類の入荷が本格化
する。「いよかん」は裏年に加え小玉傾向
で入荷は少なく、低温による果皮障害が目
立つ。みかん類は静岡産の終了により減少
する。入荷量は前年をやや下回り、価格は
安かった前年をかなり上回る見込み。

り
　
　
ん
　
　
ご

２３０
２６１
２４８
２０１
２２４

２３１  前年及び本年の

２４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  青森から「ふじ」の貯蔵もの中心に入荷
する。産地在庫は前年よりやや多い。果皮
の着色程度は前年よりやや落ちるが、大玉
傾向で食味も良好である。
　入荷量は前年並みで、価格は前年かなり
上回る見込み。

い
　
ち
　
ご

１，２４６
１，２４７
１，０６１
１，１０３
１，１２４

１，１５４  前年及び本年の

１，１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　栃木中心に佐賀、福岡、茨城などから入
荷する。１月の全国的な寒波の影響で各産
地ともに生育遅れがみられる。低温期が続
くため入荷量の急増はないが、果房の切り
替わり時期には入荷が少なくなる予想。入
荷量は前年並と見込まれ、価格は前年をわ
ずかに下回る見込み。
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切　花　・　鉢　花　の　２　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１月２４日現在）

１８年 ２，３９６ ６４
実 １９年 ２，３２３ ６１

２０年 ２，４４２ ６０
績 ２１年 ２，２４７ ４８

２２年 １，９７９ ５４

２，２７７ ５８

２，２００ ５５

概
　
要

１８年 １，８８９ ２９
実 １９年 １，４４０ ４１

２０年 １，５３３ ３２
績 ２１年 １，２３４ ３５

２２年 １，１１７ ３１

１，４４２ ３３

１，２００ ３５

概
　
要

１８年 １，１５６ ４３
実 １９年 １，２７０ ３９

２０年 １，１９０ ４４
績 ２１年 １，２０４ ３５

２２年 １，０６０ ３８

１，１７６ ４０

１，２００ ４０

概
　
要

１８年 ２４３ ５９
実 １９年 ２７３ ５２

２０年 １９８ ９１
績 ２１年 ２７４ ４３

２２年 １９１ ６３

２３６ ６０

１９０ ６５

概
　
要

２３年見通し

和歌山、高知、熊本から入荷。入荷量は前年に比べて少なくなる見込み。月の前半は業務
需要が中心だが、後半は一般消費者の需要も増えて、引き合い強く、堅調に推移する見込
み。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

沖縄を中心に入荷。作付面積は前年に比べてやや少なく、黄４割、白、赤各３割の割合で
生育。低温の影響で前月後半分の出荷が今月にずれ込むことも予想される。需要が少ない
時期だが価格は安定する見込み。

５ヶ年平均

２３年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　愛知、和歌山、長野を中心に入荷。夏の高温で生育は全体的に遅れ気味だったが回復
し、今月は順調な出荷が見込まれる。上中旬はブライダル需要、下旬は卒業式等の需要堅
調な動きが予想される。

５ヶ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　愛知、沖縄、三重を中心に入荷。作付は前年並み。白菊は低温が続いても荷動きにはあ
まり影響がなく、順調な出荷を見込む。気温が急に上昇しない限り、数量は少なめで価格
は安定する見込み。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２３年見通し

５ヶ年平均

２３年見通し

単位：千本、円／本
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１８年 ３１９ １９１
実 １９年 ３１０ １８６

２０年 ３３６ １９６
績 ２１年 ２７７ １８０

２２年 ２３２ １９７

２９５ １９０

２５０ １９０

概
　
要

１８年 ３６３ ８３
実 １９年 ３１２ ９２

２０年 ３７７ ９２
績 ２１年 ３６５ ７３

２２年 ３２４ ８０

３４８ ８４

３５０ ８５

概
　
要

１８年 ６３８ ９５
実 １９年 ７６０ ８１

２０年 ７４２ ９４
績 ２１年 ７６３ ７９

２２年 ７４８ ８６

７３０ ８７

７５０ ９０

概
　
要

１８年 １，７７７ ４３
実 １９年 １，６４４ ４５

２０年 １，８２２ ４４
績 ２１年 １，５１４ ４０

２２年 １，３６７ ４６

１，６２５ ４４

１，５００ ４５

概
　
要

２３年見通し

長野、静岡を中心に促成物が入荷。特に節句用の花桃は上旬から出荷が始まり、下旬に出
荷のピークを迎える。それ以外の花材ではコデマリ、桜、ユキヤナギを中心として、堅調
な動きとなる見込み。

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２３年見通し

　高知、徳島、愛知、鹿児島等から入荷。低温と日照不足により遅れていたコチョウラン
等の入荷も増え、全般的に潤沢な入荷となることが見込まれる。業務需要を中心に堅調と
なる見込み。

ば
　
　
　
　
ら

５ヶ年平均

２３年見通し

　愛知、三重、岐阜、和歌山等を中心に入荷。低温により入荷量は減少している。販売環
境は苦しいが、ブライダル等の業務需要を中心に強めの市況となる見込み。白系について
は今年も高単価が予想され、販売戦略が必要とされる。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヶ年平均

２３年見通し

　高知、埼玉、愛知、岐阜、静岡等から入荷。オリエンタル系は前半、量が少なめだが、
需要も少なく業務中心に動く。後半は量も増え、一般需要もあり色物中心に価格も安定す
る見込み。ＬＡ系、すかしゆりは低温の影響で生育遅れ気味で堅調に推移する見込み。

枝
　
　
も
　
　
の

５ヶ年平均

洋
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ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　１月５日現在）

１８年 ２６，７０２ ２１６

実 １９年 １９，９３８ ２４９

２０年 １５，９３９ １９３

績 ２１年 １４，２２７ １９７

２２年 １３，８５７ ２１８

１８，１３３ ２１６

１１，０００ ２２０

概
　
要

１８年 ４５４，６２３ ９０

実 １９年 ４５２，９７０ ９９

２０年 ３３４，５７０ ８４

績 ２１年 ３６４，３４２ ９３

２２年 ３１４，２２７ ８７

３８４，１４６ ９１

３００，０００ ８０

概
　
要

１８年 ６８，５７９ ２４０

実 １９年 ８２，０３４ １７９

２０年 ９８，６２１ １４６

績 ２１年 ７２，７２０ １５２

２２年 ７１，４８３ １５６

７８，６８７ １７２

６８，０００ １８０

概
　
要

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は減少か。ポット苗から小鉢等、外売り場商品が主体となる。単価は厳しい状況
が予想される。
　昨年２月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（４１％）、２位奈良
（１４％）、３位埼玉（１１％）となっている。

５ヶ年平均

２３年見通し
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リ
　
ッ

　
プ

　入荷量は減少か。鉢物全体の品薄感から、単価は相対取引が中心となり、中値から高値
安定か。
　昨年２月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（４６％）、２位埼玉
（３７％）、３位新潟（１１％）となっている。
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ラ

品
目

エ
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
カ

　入荷量は減少か。夏の猛暑のため、生産量が減少。単価は相対取引が中心となり、中値
から高値安定か。
　昨年２月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位静岡（４２％）、２位新潟
（３６％）、３位愛知（１２％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２３年見通し

５ヶ年平均

２３年見通し

単位：鉢、円／鉢
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１８年 ７９，８３９ ２７７

実 １９年 １００，１６５ ２４２

２０年 ７２，９９４ ２４８

績 ２１年 ６９，４６２ ２３７

２２年 ６５，２０２ ２７３

７７，５３２ ２５５

６５，０００ ２４０

概
　
要

１８年 ６８，００３ １４６

実 １９年 ７６，９５２ １７３

２０年 ５３，８８１ １５４

績 ２１年 ６５，３３５ １３４

２２年 ６５，２２０ １６４

６５，８７８ １５５

６５，０００ １３０

概
　
要

１８年 ４６，４７７ ８４１

実 １９年 ５０，４１１ ７８２

２０年 ４７，２７３ ７３３

績 ２１年 ４２，９１７ ７３３

２２年 ３５，５２１ ８１３

４４，５２０ ７８０

３８，０００ ７００

概
　
要

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２３年見通し

　入荷量は昨年並みか。ただし、関東ものは減少か。単価は５～６号鉢が昨年末より厳し
い動きとなっており、引き続き厳しそう。
　昨年２月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（４４％）、２位静岡、
（２２％）、３位岐阜（２０％）となっている。

２３年見通し

　入荷量は昨年並みか。下旬からの卒業式等の需要が始まるので、良品の入荷を期待した
い。単価は昨年同様厳しいことが予想される。
　昨年２月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（２３％）、２位埼玉
（２２％）、３位三重（１３％）となっている。

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格

２３年見通し

　入荷量は昨年末に入荷しなかったものと、本来２月に入荷するものが重なり増加か。夏
の猛暑で着花輪数に影響が出るかも。
　昨年２月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（５５％）、２位高知、
（１２％）、３位岡山（８％）となっている。
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５ヶ年平均

単位：鉢、円／鉢
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１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 71,131 165.4 6,878,754 149.9 97 90.6 661,571 133 67,482,879 129 102 97.9

トマト 233 74.4 77,651 81.4 333 109.4 2,781 130 976,103 170 351 129.0

たまねぎ 41,169 213.2 1,611,293 220.3 39 103.3 294,093 157 12,388,577 175 42 111.0

にんにく 1,417 97.7 319,081 147.9 225 151.5 17,058 94 3,219,664 177 189 180.7

ねぎ 4,621 151.8 459,037 185.5 99 122.2 44,594 152 4,250,117 143 95 94.7

ブロッコリー 1,879 188.8 302,253 186.0 161 98.5 34,790 122 5,855,827 126 168 103.5

結球キャベツ 2,735 7442.2 95,904 7635.7 35 102.6 19,103 149 702,447 152 37 102.1

にんじん・かぶ 5,643 174.5 241,987 205.1 43 117.5 59,195 148 2,503,899 122 42 83.5

ごぼう 3,067 106.8 264,637 201.6 86 188.8 32,907 98 1,934,099 133 59 134.6

えんどう 32 24.4 13,626 46.4 420 190.0 1,707 199 472,692 262 277 124.2

アスパラガス 1,521 120.7 867,008 115.1 570 95.3 11,540 118 5,913,988 111 512 92.3

まつたけ 255 234.8 695,248 147.9 2,730 63.0 2,027 129 6,258,175 100 3,088 77.5

しいたけ 712 136.9 186,775 158.6 262 115.9 4,784 125 1,219,747 137 255 108.8

かぼちゃ 3,436 54.0 241,376 58.1 70 107.4 86,397 98 5,829,878 112 67 111.2

果実（生鮮・乾燥） 148,823 114.1 16,019,260 112.0 108 98.2 1,761,536 95 205,658,043 98 117 104.6

バナナ 94,475 107.5 4,901,454 92.6 52 86.1 1,030,658 88 69,714,137 80 68 91.8

パイナップル 11,590 115.7 716,651 128.3 62 110.9 128,164 98 8,076,896 97 63 100.5

レモン 4,938 125.6 719,398 128.9 146 102.7 46,845 96 5,999,367 107 128 110.7

オレンジ 4,891 275.4 551,523 286.6 113 104.0 108,354 118 10,836,676 122 100 102.7

グレープフルーツ 10,859 120.1 1,197,545 118.2 110 98.4 162,550 97 15,052,784 102 93 104.7

メロン 1,798 115.8 166,495 103.5 93 89.4 27,686 100 2,720,917 94 98 93.3

ぶどう 2,205 228.3 528,531 217.0 240 95.0 11,365 166 2,163,706 178 190 102.9

キウイ 1,255 119.1 607,823 73.3 484 61.5 62,669 107 20,964,137 107 335 99.6

いちご 582 175.3 496,219 152.4 853 86.9 3,194 108 2,610,058 99 817 91.9

切花（生鮮・乾燥） 3,652 121.0 2,699,667 120.6 739 99.7 38,588 114 28,499,125 113 739 100.5

鳥獣肉類 158,212 133.8 64,048,910 128.1 405 95.8 1,610,046 110 680,246,862 109 423 99.2

牛肉（くず肉含む） 51,129 149.9 18,907,920 134.3 370 89.6 454,339 103 182,275,962 107 401 103.7

豚肉（くず肉含む） 60,681 116.0 31,789,893 115.9 524 100.0 693,141 108 363,522,397 108 524 100.1

鶏肉 39,068 152.5 8,770,517 180.3 224 118.2 386,827 129 87,663,714 123 227 97.3

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 197,659 131.0 93,825,252 118.5 475 90.5 1,642,606 143 846,060,521 101 515 98.8

まぐろ類 18,362 136.3 10,478,947 95.9 571 70.4 198,679 104 149,233,710 90 751 86.9

さば・さんま・あじ・いわし 34,630 286.7 6,912,563 310.9 200 108.4 105,521 115 18,582,436 119 176 102.1

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 3,358 65.3 1,044,856 81.0 311 124.1 22,690 98 7,532,400 107 332 112.5

うんしゅうみかん 893 64.3 93,185 64.4 104 100.2 2,059 85 292,129 92 142 105.7

りんご 2,169 62.2 796,284 77.9 367 125.3 17,003 106 5,035,889 119 296 114.4

なし 32 61.5 15,564 72.5 493 117.8 655 39 333,276 50 509 126.2

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 219,299 144.6 - - - - 2,535,786 94 - -

緑茶 189 115.7 359,024 124.7 1,901 107.8 2,006 113 3,852,700 124 1,921 109.9

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

１ １ 月 ま で の 累 計
品 名

１ １ 月

主要農林水産物の輸出入実績 （２０１０年）
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全  国 平成17年＝100 
消費者物価指数 
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農業物価指数 （平成17年＝100） 
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 21年平均 95.7 98.0 100.7 91.5 98.5

22年 7月 99.2 107.8 100.4 104.0 102.2 22年 7月 99.1 97.1 105.8 132.3 101.0

 8月 99.5 114.3 114.0 103.6 103.3 8月 98.6 96.4 102.8 121.5 99.2

 9月 99.8 123.2 122.8 103.4 104.2 9月 106.3 93.0 129.3 119.3 100.6

10月 100.2 127.5 121.8 103.4 101.7 10月 103.3 89.8 128.6 114.0 100.0

全

 

国

 

11月 99.9 121.1 110.0 103.6 101.8 11月 110.2 87.7 139.2 154.8 99.5

21年平均 100.9 100.6 100.0 102.4 103.6   

22年 7月 99.1 101.8 98.4 100.1 97.5 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

 8月 99.6 109.7 111.3 98.8 99.0  

 9月 99.7 116.7 114.8 100.7 102.1

10月 99.8 118.7 109.9 100.2 97.0
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県

 

11月 99.6 113.8 104.5 103.1 96.6

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 
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22年 7月 1,982 155 176 717 309 382 168 391 217 469 524 175 560 

 8月 1,937 168 194 745 496 377 183 442 218 473 592 139 - 
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年 月 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

21年平均 604 312 382 143 254 682 603 162 166 326 223 752 479 

22年 7月 - 285 349 - 215 769 569 144 176 288 212 731 420 

 8月 - 284 381 - 219 721 569 157 186 289 209 724 409 

 9月 906 291 365 - 234 735 563 154 178 288 215 742 412 

10月 547 321 402 - 220 762 559 155 167 296 225 723 403 

11月 504 317 376 - 202 729 556 154 167 297 230 820 408 
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